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第 4 章では，上記の低減策を採用した福島第二原子力発電所 2 号機の実績から，復水浄化系の強化と














採用とあわせて福島第二原子力発電所 2 号機に適用し さらにその水質，放射能データなどを調べた結
果，鉄濃度の低下により 5BCO濃度がかえって増加すること，これを減ずるためにはクラッド中の Ni/Fe
比を0.5以下に保たねばならないことを見出し，この現象を一つのモデルを用いて解析し理論的にも裏
付けている。
このように本論文は，沸騰水型原子炉の一次冷却系の水質，材料及びシステムを改善することにより，
一次冷却系周辺の放射線量率を低減できることを実炉をもって検証し，またその方策に理論的な根拠を
与えたものであり，原子力工学の発展に寄与するところ大である O よって本論文は博士論文として価値
あるものと認める。
